






























あとがき

世界ではじめて実用的なエンジンをつくったのは、イギリスの
トーマス・ニューコメン（1664-1729）です。しかし実は、肖像
画もみつかっておらず、わずかな手紙が残されているだけで、彼
のことはほとんどよくわかっていません。また、素晴らしい仕事
をなしとげたにも関わらず、裕福になったという記録も見当たり
ません。とても不思議な人物です。

もしかしたら、炭鉱の仲間たちのために自分の力をつくそうと
いう心が、彼の一番の動機だったのかもしれません。


